
第
三
節
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
基
盤
形
成

一
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
制
定
を
契
機
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
施
策
の
展
開

ス
ポ
ー
ツ

賞
の
創
設

明
治
期
以
降
、
兵
庫
県
内
に
は
、
学
校
、
民
間
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
、
多
様
な
、
そ
し
て
時
に
先
駆

的
な
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
甲
子
園
球
場
、
六
甲
山
ス
キ
ー
場
、
阪
神
競
馬
場
な
ど
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
公
営
競
技
愛
好
者
に
深
い
経
験
を
も
た
ら
し
て
き
た
施
設
も
多
く
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
遺

産
を
底
流
と
し
な
が
ら
、
高
度
成
長
期
の
課
題
に
対
応
し
た
県
に
よ
る
推
進
施
策
の
展
開
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
県
民
の

実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
兵
庫
県
独
自
の
、
今
日
に
至
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
、
国
は
、
三
十
九
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
開
催
を
主
た
る
契
機
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
法
を
制
定
し
た
。
同
法
に
よ
り
、
国
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
措
置
、
国
の
補
助
な
ど
を
網
羅
的
に
定
め
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
人
口
規
模
別
に
整
備
す
べ
き
水
準
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
指
導
者
の
養
成
、
確
保
な
ど
の
施
策
の
推
進
に
努
め
た
。
兵
庫
県
は
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

記
念
し
て
」
と
の
知
事
の
金
井
元
彦
の
県
議
会
提
案
説
明
と
と
も
に
、
同
法
第
一
五
条
（「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
し
た
者
の
顕
彰
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
」）
の
規
定
を
、
ま
ず
昭
和
三
十
九

年
に
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
、
そ
し
て
翌
四
十
年
に
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
を
創
設
す
る
こ
と
で
適
用
実
施
し
、
県
内

の
ス
ポ
ー
ツ
に
功
労
の
あ
っ
た
県
民
、
団
体
を
顕
彰
す
る
た
め
の
制
度
を
確
立
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
規
定
の
適
用
実
施
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は
地
方
公
共
団
体
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
が
、
兵
庫
県
は
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
早
期
創
設

を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
意
欲
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
の
県
内
遺
産
の
一
つ
と
も
言
え
る
本
顕
彰
制
度
は
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
の
養
成

国
は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
第

一
一
条
に
お
い
て
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

者
の
養
成
及
び
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
、
講
習
会
、
研
究
集
会
等
の
開
催
と
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
施
策
の
方
向
性
を

示
し
た
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
（
昭
和
三
十
七
年
設
置
）

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
具
体
策
に
つ
い
て
の
答
申
（
三
十
九
年
）
に
お
い
て
、
指
導
者
の
充
実
強
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
以
降
、
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策

が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
四
十
年
、兵
庫
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
公
認
指
導
者
認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
、併
せ
て
第
一
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
者
養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
第
一
回
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
、
四
十
九
年

に
は
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
、
五
十
年
に
は
職
場
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
、
五
十
三
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
草
の

根
運
動
指
導
者
講
習
会
、
五
十
四
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
兵
庫
県
は
、
高
度

成
長
期
以
降
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
需
要
に
対
応
し
た
指
導
者
の
養
成
制
度
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。
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ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
展
開

既
に
昭
和
四
十
年
二
月
に
は
、
県
議
会
に
お
い
て
、「
海
や
川
や
池
か
ら
多
く
の
県
民
が
締
め
出
さ
れ
て
い
く

最
大
の
原
因
は
、
何
と
い
っ
て
も
経
済
の
高
度
成
長
の
た
め
に
生
じ
た
一
つ
の
ひ
ず
み
」
で
あ
る
と
の
観
点

か
ら
、
プ
ー
ル
設
置
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
高
度
成
長
期
に
認
識
さ
れ
た
こ
う
し
た
ひ
ず
み
は
、
兵
庫
県
知
事
の
金

井
元
彦
が
掲
げ
た
「
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
豊
か
な
心
」
施
策
の
一
環
と
し
て
の
、
県
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
の
推
進
に
よ
り

是
正
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
方
針
は
、
県
政
三
本
柱
の
一
つ
と
し
て
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
示
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

基
本
施
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
兵
庫
県
知
事
の
坂
井
時
忠
の
就
任
以
降
も
継
承
さ
れ
、
併
せ
て
既
存
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用

も
図
ら
れ
て
い
く
。

　
県
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
、
神
戸
市
長
田
区
に
兵
庫
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
を
開
設
し
た
。
会
館
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
者
の
養
成
、
調
査
研
究
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
果

た
す
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
。

　
開
設
以
降
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
利
用
可
能
な
施
設
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
、
多
種

目
か
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
、
体
力
テ
ス
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
医
事
相
談
な
ど
の
多
く
の
事
業
を
展
開
し
た
。
初
年
度
の
施
設
利
用
者
数
は
延
べ
約
一

二
万
人
に
も
及
ん
だ
が
、
施
設
利
用
者
は
そ
の
後
も
更
に
増
加
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
に

は
延
べ
二
〇
万
人
を
数
え
、五
十
三
年
度
に
は
延
べ
二
五
万
人
を
超
え
た
。「
す
る
」ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
施
設
と
し
て
、
多
く
の
近
隣
住
民
の
利
用
者
を
集
め
た
本
会
館
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
新
し
い
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
本
会
館

写真 155　県立スポーツ会館

第五章　大衆消費社会と生活の文化化

397



は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
昭
和
五
十
一
年
に
『
兵
庫
県
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
文
献
目
録
』
を
刊
行
し
、
兵
庫
県

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
史
の
調
査
、
研
究
の
進
展
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
本
書
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た

県
教
育
委
員
会
『
兵
庫
県
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
歩
み　
明
治
・
大
正
・
昭
和
（
前
期
）
写
真
集
』
の
基
礎
文
献
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
十
月
よ
り
、県
は
法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
を
実
施
し
、こ
れ
を
財
源
と
し
て
、県
民
の
Ｃ
（
文
化
）、
Ｓ
（
ス

ポ
ー
ツ
）、
Ｒ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
施
設
を
整
備
し
始
め
た
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
す
る

Ｃ
Ｓ
Ｒ
施
設
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
開
設
さ
れ
、
体
育
館
、
二
五
メ
ー
ト
ル
屋
内
プ
ー
ル
を
備
え
た
淡

路
勤
労
セ
ン
タ
ー
（
現
洲
本
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
あ
っ
た
。
以
降
、
県
は
法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
を
延
長
し
、
昭
和
五
十

年
代
半
ば
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
Ｃ
Ｓ
Ｒ
施
設
の
新
設
を
継
続
し
た
。

　
既
存
施
設
を
利
用
し
た
施
策
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
、
県
は
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
機
会
と
場

所
に
恵
ま
れ
な
い
多
く
の
県
民
の
た
め
に
、
県
立
高
等
学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
し
て
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
を
開
設
し
た
。

そ
の
利
用
者
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
は
四
〇
校
で
団
体
数
延
べ
五
六
五
〇
、
参
加
者
数
延
べ
二
〇
万
三
〇
〇
〇
人
に
上
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
度
に
は
「
県
民
す
こ
や
か
広
場
」
と
な
り
、
五
十
五
年
度
に
は
「
県
民
ナ
イ
タ
ー
広
場
」
と
し
て
夜
間
に
体
育

館
が
開
放
さ
れ
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
機
会
と
場
が
増
加
し
た
。

二
　
県
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
ま
り

六
甲
山

マ
ラ
ソ
ン

日
本
に
お
け
る
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
開
催
の
歴
史
は
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
、
神
戸
湊
川
埋
立
地
か
ら
新

淀
川
西
成
大
橋
間
ま
で
の
三
一
・
七
キ
ロ
コ
ー
ス
で
、
日
本
最
初
の
「
マ
ラ
ソ
ン
大
競
争
」
が
大
阪
毎
日
新
聞
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社
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た
、
六
甲
山
は
、
明
治
以
降
、
神
戸
外
国

人
居
留
地
に
住
む
外
国
人
達
を
中
心
に
開
拓
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
長
距
離

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
根
づ
い
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
持
つ
本
県
に
お
い
て
、
六
甲
山
を
活
用
し
た
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
企
画
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
と
兵
庫
県
陸

上
協
会
の
共
催
に
よ
り
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
般
一
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
校
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
三
種
目
に
、
全
国
か
ら
一
五
五
人
が
参

加
し
た
。
翌
年
の
第
二
回
大
会
で
は
、高
地
マ
ラ
ソ
ン
の
影
響
を
調
べ
る
た
め
に
、レ
ー

ス
直
後
に
完
走
し
た
選
手
が
心
電
図
、
血
圧
、
脈
拍
、
尿
な
ど
の
検
査
を
受
け
、
こ
の
結
果
を
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
活

用
す
る
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
た
。
第
三
回
大
会
は
、
県
政
百
年
記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
前
年
に
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で

優
勝
し
た
マ
イ
ク
・
ラ
イ
ア
ン
選
手
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の
参
加
が
話
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
第
六
回
大
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
競
技
中
の
事
故
で
治
療
費
な
ど
の
負
担
問
題
が
持
ち
上
が
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
社
会
状
況
か
ら
、
主
催
者
で
あ
る
六
甲

山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
が
、
参
加
者
全
員
に
傷
害
保
険
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
六
甲
山
マ
ラ
ソ
ン
は
、
競
技
的

な
側
面
を
持
つ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
の
第
一
五
回
大
会
で
区
切
り
を
つ
け
た
。

ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催

本
県
の
総
人
口
は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
八
年
間
に
約
一
二
％
増
加
し
、
四
十
九
年
末
に
は
四
九
五
万
人
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
市
部
の
人
口
は
四
一
五
万
人
で
全
体
の
八
四
％
を
占
め
、
人
口
の
都
市
集
中
化
が
進
行

し
た
。
ま
た
、
急
激
な
社
会
の
変
化
と
経
済
の
発
展
に
よ
り
人
々
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
へ
の
関
心
が
高
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ま
り
を
み
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
行
政
需
要
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
八
月
、
自
治
省
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
地
域
的
な
連
帯
意
識

に
支
え
ら
れ
た
共
同
の
近
隣
生
活
を
営
む
基
盤
が
失
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ

と
へ
の
対
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
を
発
表
し
、
翌
四
十
六
年
四
月
に
、
住

民
が
気
軽
に
文
化
、
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設
づ
く
り
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
要
綱

を
制
定
し
た
。
県
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
、
県
内
の
海
や
川
で
水
泳
が
で
き
る
と
こ

ろ
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
市
部
に
は
十
分
な
遊
び
場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
が
泳
げ
る
能
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
や
親
と
子
が
楽
し
む
場
所
と
機
会
を
つ
く
る
た
め
、県
内
各
地
の
団
地
約
三
〇
カ
所
に
「
ち
び
っ
子
プ
ー
ル
」

を
建
設
し
た
。
ま
た
、
野
外
活
動
を
通
じ
て
健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
、
村
岡
町
（
現
香
美
町
）
に

県
立
兎う

和わ

野の

高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
続
い
て
、
四
十
六
年
、
今こ

ん
田だ

町
（
現
丹
波
篠
山
市
）
に
、
農
村
生
活
な
ど

の
体
験
学
習
が
で
き
る
野
外
活
動
施
設
で
あ
る
田
園
学
校
を
開
設
し
た
。
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
に
お
い
て
も
、
県
民
一
般
に
開

放
さ
れ
た
モ
デ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
県
民
の
日
常
生
活
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
昭
和
三
十
七

年
よ
り
、
①
歩
こ
う
運
動
、
②
五
つ
の
体
操
、
③
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
④
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
⑤
戸
外
に
お
け
る
趣

味
・
研
究
活
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
「
五
Ｒ
運
動
」
と
名
付
け
て
奨
励
し
て
き
た
。
昭
和
四
十
三
年
度
に
は
、
地
域

住
民
の
体
力
づ
く
り
運
動
実
践
の
意
欲
を
高
め
健
康
思
想
を
啓
発
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
と
し
て
「
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
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が
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
年
に
は
、
陸
上
競
技
、
水
泳
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
親
子
体
操
、
な
ぎ
な
た
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
が
三
三
市
町
で
行
わ
れ
、
延
べ
五
八
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
度
に
は
、
全
て
の
県
民
が
、
四
季
を
通
じ
て
好

み
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
よ
う
に
「
四
七
〇
万
人
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
」
が
進
め
ら
れ
た
。
水
泳
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ど
の
種
目
を
、
男
女
別
、
世
代
別
、
季
節
別
な
ど
に
組
み
合
わ
せ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
度
か

ら
は
「
四
九
〇
万
人
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
県
民
体
育
大
会
の
開
催
、
体
力
づ
く
り
の
推
進
、

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
が
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
行
政
に
よ
る
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
県
民
に
よ
る
自
主
・
自
立
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
芽

生
え
始
め
た
。ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
団
地
で
は
、移
り
住
ん
で
き
た
人
々
の
間
で
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
神
戸
市
垂
水
区
の
団
地
で
は
、
当
時
ス
ポ
ー
ツ
指
導
書
に
も
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
一
般
の
人
達
を
対
象
と

し
た
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
践
と
し
て
、
皆
で
知
恵
や
情
報
を
出
し
合
い
、「
場
」
探
し
と
「
機
会
」
づ
く
り
に
自
分
た
ち

で
取
り
組
も
う
と
自
然
発
生
的
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
垂
水
区
団

地
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下
、
団
ス
ポ
）
を
誕
生
さ
せ
た
。
場
の
確
保
に
苦
労
は
あ
っ
た
が
、

県
が
無
償
で
団
地
内
の
遊
休
地
を
貸
し
た
り
、
神
戸
市
が
団
地
内
の
公
園
に
団
ス
ポ
の

た
め
の
集
会
場
を
建
設
す
る
な
ど
、県
市
の
積
極
的
な
支
援
も
あ
り
、自
立
的
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
進
展
し
た
。
団
ス
ポ
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
組
織
と
し
て
、
昭
和

五
十
三
年
度
に
は
一
六
の
ク
ラ
ブ
に
約
二
〇
〇
〇
人
が
所
属
し
た
。
こ
の
団
ス
ポ
の
活

動
は
、「
団
地
で
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
づ
く
り
に
成
功
し
た
」
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と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
朝
日
体
育
賞
を
卓
球
・
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
の
世
界
大
会
優
勝
者
と
並
び
受
賞
す
る
な
ど
高
く
評

価
さ
れ
た
。
兵
庫
県
内
に
お
け
る
自
主
・
自
立
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
先
駆
け
で
あ
り
、
団
ス
ポ
に
は
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
あ
り
方
の
萌
芽
が
み
ら
れ
た
。

県
民
の
健
康
づ
く

り
・
体
力
づ
く
り

昭
和
四
十
年
代
に
は
、
県
民
の
健
康
に
対
す
る
関
心
が
年
々
高
ま
り
を
み
せ
た
。
昭
和
四
十
五
年
、
第
一

回
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
地
図
と
磁
石
を
使
っ
て
山
野
を
歩
き
回
る
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
は
、
健
康
と
体
力
の
向
上
を
狙
う
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
推
進
が
図
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
六
年
度
に
は
県

内
一
一
の
公
認
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
四
十
七
年
度
に
は
五
万
人
が
参
加
す
る
な
ど
急
速
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
度
に
は
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
、「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
手
が
る
に
」
を
体
力
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
「
健
康
の
カ
ギ
」
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
三

十
五
歳
以
上
の
成
人
を
対
象
に
、一
日
三
〇
分
以
上
の
汗
ば
む
程
度
の
運
動
を
継
続
的
に
行
い
、体
力
づ
く
り
の
生
活
化
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
記
録
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
一
八
〇
日
コ
ー
ス

と
三
六
〇
日
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
完
了
し
た
者
に
は
「
健
康
の
カ
ギ
」
の
証
と
し
て
、

男
性
に
は
タ
イ
ピ
ン
、
女
性
に
は
ブ
ロ
ー
チ
が
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
「
健
康
の
カ
ギ
」

運
動
は
昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
、
約
一
五
万
人
の
県
民
が
参
加
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
に
は
、
運
動
不
足
が
健
康
を
損
な
う
要
因
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
一
汗
運
動
と
し
て
ト
リ
ム
運
動
が
全
国
的
に
広
が
り
を
み
せ
た
。
ト
リ

ム
運
動
と
は
、
個
人
の
技
能
な
ど
を
競
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
心
と
体
の
バ
ラ
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ン
ス
の
と
れ
た
健
康
体
へ
と
導
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
操
で
あ
る
。
兵
庫
県
で
は
、
兵
庫
県
体
育
協
会
、
兵
庫
県
医
師
会
、

兵
庫
県
連
合
婦
人
会
、
神
戸
市
婦
人
団
体
協
議
会
、
神
戸
商
工
会
議
所
、
神
戸
市
青
年
会
議
所
、
神
戸
新
聞
社
、
デ
イ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
社
、
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
神
戸
新
聞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
セ
ン
タ
ー
を
提
唱
団
体
と
し
て
、
県
、
県
教
育
委
員
会
、

神
戸
市
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
が
協
力
団
体
と
し
て
「
ト
リ
ム
兵
庫
健
民
運
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
に
は

「
ト
リ
ム
兵
庫
健
民
大
会
」
が
開
か
れ
た
。「
健
康
な
地
域
社
会
の
創
造
」
を
目
標
と
し
、
ト
リ
ム
窓
口
を
作
り
県
民
へ
の
情
報

提
供
な
ど
の
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。

　
物
・
経
済
中
心
の
考
え
方
か
ら
、
精
神
的
充
実
や
ゆ
と
り
を
求
め
る
方
向
へ
の
変
化
は
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
の
意

識
の
醸
成
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
社
会
体
育
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
へ

　
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
日
本
に
導
入
さ
れ
た
流
れ
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
昭
和
八
年
、
兵
庫
県
で
第

一
回
京
阪
神
聾ろ
う

唖あ

陸
上
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ろ
う
あ
者
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
昭
和
初
期
か
ら
各
競
技
種
目
の
大
会

が
個
々
に
開
催
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
身
体
に
障
害
を
持
つ
人
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
は
、
昭
和
三
十
年
代
中
頃
ま

で
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
に
、
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
脊
髄
損
傷
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル

大
会
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
元
と
な
る
）
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
実
施
す
る
大
会
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
実
施
す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
。
同
年
、日
本
で
は
『
身
体
障
者
ス
ポ
ー
ツ
』
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と
い
う
冊
子
が
出
さ
れ
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
九
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
、
第
一
部
と
し
て
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン

デ
ビ
ル
大
会
（
車
イ
ス
競
技
の
み
）
が
、
第
二
部
と
し
て
一
般
身
体
障
害
者
が
参
加
す
る
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
国
内
特

別
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
は
、
昭
和
四
十
年
の
日
本
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立
に
つ
な
が
り
、
同

年
、国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
開
催
地
で
あ
る
岐
阜
県
に
て
第
一
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、以
降
毎
年
、

国
体
開
催
地
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ろ
う
あ
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
戦
後
は
全
国
聾
唖
連
盟
体
育
部
を
中
心
に
各
競
技
種
目
の
大
会
が
個
々
に
開
催
さ
れ
て
い

た
が
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
各
競
技
種
目
を
同
時
に
行
う
第
一
回
全
国
聾
唖
者
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
以
後
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
に
は
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
）
が
始
ま
り
、
大
分
県

で
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
盲
、
聾
を
含
む
身
体
障
害
者
の
競
技
が
行
わ
れ
た
が
、
福
祉
先
進
国
と
遅

れ
た
国
の
対
比
が
際
立
っ
た
大
会
で
あ
り
、
福
祉
先
進
国
で
は
、
身
体
障
害
者
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
わ
り
が
「
治
療
の
た
め
で
な

く
、
社
交
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
段
階
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
兵
庫
県

か
ら
も
参
加
し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
車
椅
子
を
操
り
指
定
コ
ー
ス
を
走
る
競
技
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
、
県
政
百
年
を
記
念
し
て
玉
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
兵
庫
県
立
玉
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
り
、
四
十
四
年
十
月
に
一
部
業
務
開
始
、
四
十
五
年
十
月
に
完
成
し
、
肢
体
不
自

由
者
を
対
象
に
社
会
復
帰
の
た
め
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、全
国
で
も
先
駆
的
な
取
組
で
あ
り
、管
理・
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運
営
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の「
リ
ハ
ビ
リ
体
育
」

と
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
の
「
社
会
体
育
」
の
業
務
展
開
が
、
施
設
か
ら

地
域
へ
連
動
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
。そ
し
て
、「
社
会
体
育
」

業
務
の
障
害
者
優
先
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
に
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
が
開
設
さ
れ
、
体
育
館
竣
工
記
念
と
し
て
第
一
回
の
じ
ぎ
く
杯
争
奪

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
「
の
じ
ぎ
く
杯
」
は
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
な
ど
競
技
数
を
増
や
し
た
。
ま
た
、
開
館
と
同
時
に
初

心
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
参
加
者
を
定
期
的
利
用
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
で
「
月
例
会
」
を
開
催
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

　
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
財
団
法
人
兵
庫
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
設
立
さ
れ
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
公
益
財
団
法
人
に

移
行
）、
障
害
者
自
ら
が
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
健
康
を
維
持
増
進
し
、
明
る
く
強
固
な
自
立
の
精
神
を
養
う

こ
と
を
支
援
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

四
　
公
営
競
技
運
営
体
制
の
再
編

　
こ
の
時
期
の
兵
庫
県
内
に
は
、
阪
神
競
馬
場
、
園
田
競
馬
場
、
姫
路
競
馬
場
、
西
宮
競
輪
場
、
甲
子
園
競
輪
場
、
尼
崎
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
場
の
六
施
設
が
、
公
営
競
技
の
競
技
場
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
過
去
を
た
ど
れ
ば
、
競
輪
場
、
競
馬
場
で

オ
ー
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
兵
庫
県
は
公
営
競
技
と
の
関
わ
り
が
深
い
県
で
あ
っ
た
。
こ
の
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時
期
の
好
調
な
売
得
金
は
地
方
公
共
団
体
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
、
地
域
社
会
に
還
元
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
百
長
や

騒そ
う

擾じ
ょ
う

事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
神
戸
市
は
昭
和
三
十
五
年
に
市
営
競
輪
を
廃
止
し
、
県
も
同
年
度
を
も
っ
て
県
営

競
輪
を
廃
止
し
た
。
公
営
競
技
場
は
、
各
競
技
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
っ
た
が
、
反
対
住
民
に
と
っ
て
は

迷
惑
施
設
で
あ
っ
た
。
公
営
競
技
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
主
催
者
は
、
八
百
長
な
ど
の
問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
の
競
馬
法
の
施
行
に
伴
い
、
日
本
中
央
競
馬
会
が
行
う
中
央
競
馬
と
、
都
道
府
県
又
は
指
定
市
区
町
村
が
行

う
地
方
競
馬
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
県
は
、
昭
和
五
年
に
設
立
さ
れ
た
園
田
競
馬
場
を
兵
庫
県
馬ば

匹ひ
つ

組
合
か
ら
引
き

継
ぎ
、
二
十
三
年
か
ら
園
田
競
馬
を
開
催
し
た
。
ま
た
同
年
に
は
、
同
様
に
県
に
引
き
継
が
れ
た
淡
路
の
市
村
競
馬
場
で
開
催

し
た
が
、
翌
昭
和
二
十
四
年
よ
り
、
姫
路
市
に
新
設
さ
れ
た
姫
路
競
馬
場
に
お
い
て
継
続
開
催
し
た
。
以
降
、
高
度
経
済
成
長

と
全
国
的
競
馬
ブ
ー
ム
の
到
来
に
よ
っ
て
入
場
人
員
、
売
得
金
額
と
も
に
顕
著
な
増
加
が
見
ら
れ
る
中
、
昭
和
四
十
六
年
、
園

田
競
馬
場
で
八
百
長
が
発
覚
し
、
同
競
馬
場
は
開
催
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
四
十
九
年
一
月
に
は
、
現
在
も
更
新
さ
れ
て
い
な
い
、
園
田
競
馬
場
に
お
け
る
入
場

人
員
の
一
開
催
レ
コ
ー
ド
（
一
八
万
一
三
〇
八
人
、
四
十
九
年
一
月
四
日
か
ら
九
日
）、
一
日

レ
コ
ー
ド
（
五
万
三
五
八
三
人
、
四
十
九
年
一
月
四
日
）
と
な
る
ほ
ど
の
フ
ァ
ン
を
集
め
て

い
た
中
、
同
月
三
〇
日
、
同
競
馬
場
に
お
い
て
、
レ
ー
ス
が
不
成
立
に
な
っ
た
こ
と
を
端

緒
と
し
て
払
戻
所
に
火
が
放
た
れ
、
売
得
金
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
騒
擾
事
件
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
た
事
件
を
踏
ま
え
、
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
を
全
面
改
正
し
、
兵
庫
県
地
方
競

馬
実
施
条
例
（
全
七
条
三
附
則
）
と
同
実
施
条
例
施
行
規
則
（
全
一
〇
二
条
三
附
則
）
を
昭
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和
五
十
二
年
に
新
た
に
公
布
し
、
地
方
競
馬
の
施
行
管
理
体
制
の
改
善
強
化
を
図
っ
た
。
翌
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
競
争
の
公

平
を
期
す
る
た
め
、馬
に
対
す
る
禁
止
薬
物
に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
追
加
し
た
。
ま
た
五
十
四
年
に
は
、自
治
省
に
よ
る
「
競

技
の
施
行
体
制
の
確
立
、
お
よ
び
収
益
の
均
て
ん
化
の
た
め
、
競
馬
場
ま
た
は
都
道
府
県
ご
と
に
一
部
事
務
組
合
を
設
け
て
施

行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
指
導
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
兵
庫
県
、
尼
崎
市
、
姫
路
市
な
ど
各
自
治
体
が
個
別
に
実
施
し
て

い
た
競
馬
を
一
組
合
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
五
十
五
年
に
兵
庫
県
競
馬
組
合
を
設
立
し
た
。
県
は
、
県
営
競
輪
を
廃
止

し
て
い
た
が
、
地
方
競
馬
に
つ
い
て
は
運
営
体
制
の
再
編
を
通
し
て
競
争
の
不
正
問
題
に
対
応
し
、
存
続
さ
せ
た
。

第
四
節
　
地
方
自
治
体
に
よ
る
積
極
的
な
国
際
交
流
の
は
じ
ま
り

一
　
国
際
交
流
の
進
化
と
拡
大

自
治
体
間
国
際

交
流
の
体
制
整
備

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
世
界
各
国
の
都
市
、
州
・
県
と
の
姉
妹
提
携
の
動
き
が
少
し

ず
つ
広
が
り
始
め
た
。
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
の
は
、
米
国
政
府
が
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

か
ら
本
格
的
に
開
始
し
た
〝People-to-People Program
〟
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、

相
互
理
解
の
推
進
が
平
和
の
基
礎
と
な
り
、
世
界
の
人
々
に
米
国
の
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
共
産
主
義
陣
営
に
対
抗

す
る
手
段
に
な
る
と
の
観
点
か
ら
、
市
民
の
草
の
根
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
人
的
交
流
や
文
化
交
流
、

出
版
、
映
画
な
ど
に
加
え
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
姉
妹
都
市
提
携
で
あ
っ
た
。
以
後
、
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